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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 6月 28日 (2006.6.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 を 保 存 す る た め の 多 数 の ト レ イ と 、

オ ー ブ ン と 、 か ら な る 装
置 で あ っ て 、 各 ト レ イ は 、 底 壁 と 、 側 壁 と 、 端 壁 と 、 を 有 し て お り 、 側 壁 及 び 端 壁 は 、 ト
レ イ の オ ー プ ン ト ッ プ を 構 成 す る 上 部 リ ム ま で 、 底 壁 か ら 上 に 延 び て お り 、
　 上 記 オ ー ブ ン は 、
　 内 部 を 有 す る キ ャ ビ ネ ッ ト と 、
　 上 記 内 部 を 、 多 数 の 、 分 離 し 保 存 区 画 に 、 分 割 す る 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 内 の 仕 切 り と 、
　 多 数 の 熱 源 と 、
　 相 互 に 独 立 し て い る 熱 源 の 作 動 を 制 御 し 、 そ れ に よ っ て 、 各 区 画 内 の 温 度 を 独
立 し て 制 御 で き る 、 制 御 機 構 と 、 を 備 え て お り 、
　 各 保 存 区 画 は 、 多 数 の 上 記 ト レ イ の 内 の の ト レ イ を 、 取 り 外 し 可 能 に 受 け 入 れ
る 、
　 熱 源 が 食 物 を 加 温 す る た め に ト レ イ 内 の 食 物 に 対 し て 放 射 熱 を 放 出 す る よ う 作
動 す る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】

【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 制 御 機 構 が 、 他 の 区 画 か ら 独 立 し て い る 各 区 画 に つ い て 保 存 時 間 期 間 を 設 定 す る た

調 理 機 器 で 既 に 調 理 さ れ て い る プ レ ク ッ ク 食 物 プ レ
ク ッ ク 食 物 を 選 択 さ れ た 食 物 保 存 温 度 で 保 存 す る た め の 食 物 保 存

食 物 保 存

た
上 記 ト レ イ の 上 方 の 上 記 区 画 内 の

食 物 保 存

た だ １ つ
大 き さ を 有 し て お り
多 数 の 、

　 上 記 キ ャ ビ ネ ッ ト が 、 区 画 の 第 １ 列 と 、 区 画 の 第 １ 列 の 下 方 に 配 置 さ れ た 区 画 の 第 ２ 列
と 、 を 有 し て お り 、 各 区 画 が 、 各 ト レ イ を 区 画 内 に 配 置 す る た め 及 び ト レ イ を 区 画 か ら 取
り 除 く た め の 、 開 い た 前 端 及 び 開 い た 後 端 を 、 有 し て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。



め の タ イ マ ー コ ン ト ロ ー ル を 備 え て お り 、
　 上 記 保 存 時 間 期 間 は 、 各 熱 源 が 作 動 し て い る 加 熱 保 存 時 間 期 間

、 請 求 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 制 御 機 構 は 、 連 続 し た 負 荷 サ イ ク ル の 間 に 、 少 な く と も １ つ の 上 記 熱 源 を 作 動 さ せ
た り 停 止 さ せ た り し て 、 加 熱 保 存 時 間 期 間 の 間 、 各 区 画 の 食 物 を 、 選 択 保 存 温 度 に 維 持 す
る よ う 作 動 で き 、
　 各 負 荷 サ イ ク ル は 、 加 熱 区 間 と そ れ に 続 く 非 加 熱 区 間 と か ら な っ て い る 、 請 求 項 １ 記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 制 御 機 構 が 、 負 荷 サ イ ク ル の 加 熱 区 間 の 長 さ を 制 御 す る た め の 負 荷 サ イ ク ル コ ン ト
ロ ー ル を 備 え て い る 、 請 求 項 ４ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 制 御 機 構 は 、 上 記 区 画 内 の 食 物 の 温 度 が 非 加 熱 保 存 時 間 期 間 の 間 に 上 記 選 択 保 存 温
度 ま で 低 下 す る 間 、 少 な く と も １ つ の 区 画 内 の 熱 源 を 停 止 さ せ る よ う 作 動 で き 、 ま た 、 上
記 連 続 し た 負 荷 サ イ ク ル の 間 、 少 な く と も １ つ の 上 記 区 画 内 の 熱 源 を 作 動 さ せ た り 停 止 さ
せ た り し て 、 上 記 加 熱 保 存 時 間 期 間 の 間 、 区 画 内 の 食 物 を 、 上 記 選 択 保 存 温 度 に 維 持 す る
よ う 作 動 で き る も の で あ る 、 請 求 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 制 御 機 構 が 、 少 な く と も １ つ の 区 画 内 の 熱 源 を 作 動 さ せ て 、 再 熱 化 保 存 時 間 期 間 の
間 、 区 画 内 の 温 度 を 上 記 選 択 保 存 温 度 に 上 昇 さ せ る よ う 作 動 で き 、 ま た 、 上 記 連 続 し た 負
荷 サ イ ク ル の 間 、 少 な く と も １ つ の 上 記 区 画 内 の 熱 源 を 作 動 さ せ た り 停 止 さ せ た り し て 、
上 記 加 熱 保 存 時 間 期 間 の 間 、 区 画 内 の 食 物 を 、 上 記 選 択 保 存 温 度 に 維 持 す る よ う 作 動 で き
る も の で あ る 、 請 求 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 仕 切 り が 、 区 画 間 に お け る 食 品 香 料 の 移 動 を 防 止 す る も の で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ト レ イ を 区 画 内 の 異 な っ た 高 さ で 支 持 す る た め に 各 区 画 に お い て 区 画 の 対 向 し た 側 部 に
垂 直 に 配 置 さ れ た 肩 部 を 、 更 に 備 え て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 区 画 が 異 な っ た 幅 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】

【 請 求 項 １ ２ 】

【 請 求 項 １ ３ 】

【 請 求 項 １ ４ 】

【 請 求 項 １ ５ 】
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と 、 各 熱 源 が 作 動 し て い
な い 非 加 熱 保 存 時 間 期 間 と 、 の 合 計 か ら な っ て い る １ 又 は ２ に

４

４

　 上 記 制 御 機 構 が 、 各 熱 源 の 作 動 を 制 御 し て 各 ト レ イ 内 の 食 物 に 熱 を 供 給 し て 食 物 を 選 択
保 存 温 度 ま で 加 温 し 、 そ し て 、 食 物 に 供 給 さ れ た 熱 の 合 計 を 変 化 さ せ て 食 物 を 上 記 選 択 保
存 温 度 で 保 存 す る よ う 、 作 動 で き る も の で あ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 装 置 。

　 上 記 制 御 機 構 が 、 上 記 区 画 内 に 配 置 さ れ る 食 物 の タ イ プ を 選 択 す る た め の 作 業 者 入 力 装
置 を 備 え て お り 、 上 記 制 御 機 構 が 、 選 択 さ れ た 食 物 の タ イ プ に 応 じ た 所 定 の プ ロ ト コ ル に
従 っ て 熱 源 を 作 動 さ せ る た め に プ ロ グ ラ ム さ れ て い る 、 請 求 項 １ 又 は １ １ に 記 載 の 装 置 。

　 上 記 制 御 機 構 が 、 所 定 の プ ロ ト コ ル に 従 っ て 上 記 熱 源 を 作 動 さ せ て 、 上 記 熱 源 へ 供 給 さ
れ た 上 記 熱 を 区 画 内 に 配 置 さ れ た 食 物 の タ イ プ に 応 じ て 変 化 さ せ る よ う 、 プ ロ グ ラ ム さ れ
て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。

　 上 記 制 御 機 構 が 、 各 区 画 内 に 配 置 さ れ た 食 物 の タ イ プ を 選 択 す る た め の 作 業 者 入 力 装 置
を 備 え て お り 、 上 記 制 御 機 構 が 、 各 熱 源 を 作 動 さ せ て 上 記 各 区 画 内 の 食 物 を 予 め プ ロ グ ラ
ム さ れ た 選 択 保 存 温 度 ま で 加 熱 し 、 そ し て 、 食 物 を 予 め プ ロ グ ラ ム さ れ た 選 択 保 存 温 度 で
保 存 す る よ う 、 プ ロ グ ラ ム さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。



【 請 求 項 １ ６ 】
　 オ ー ブ ン の 作 動 を 制 御 す る 方 法 で あ っ て 、
　 上 記 オ ー ブ ン が 、 キ ャ ビ ネ ッ ト と 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 内 の 、 多 数 の 、 分 離 し 保 存 区 画 と 、
各 ト レ イ の 上 方 の 熱 源 と 、 を 備 え て お り 、
　 各 保 存 区 画 は 、 食 物 を 収 容 す る た め の ト レ イ
を 取 り 外 し 可 能 に 受 け 入 れ る よ う に な っ て お り 、
　 熱 源 は 、 食 物 を 加 温 す る た め に ト レ イ 内 の 食 物 に 対 し て 放 射 熱 を 放 射 す る よ う に な っ て
お り 、
　 上 記 方 法 が 、
　 連 続 し た 負 荷 サ イ ク ル の 間 、 各 熱 源 を 作 動 さ せ た り 停 止 さ せ た り し て 、 加
熱 保 存 時 間 期 間 の 間 、 各 区 画 内 の 食 物 を 、 選 択 保 存 温 度 に 維 持 す る 工 程 、 を 備 え て お り 、
　 各 負 荷 サ イ ク ル が 、 加 熱 区 間 と そ れ に 続 く

非 加 熱 区 間 と か ら な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 負 荷 サ イ ク ル の 加 熱 区 間 の 長 さ を 変 更 す る 工 程 を 更 に 備 え て い る 、 請 求 項 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 少 な く と も ２ つ の 区 画 を 異 な っ た 選 択 保 存 温 度 に 維 持 す る 工 程 を 、 更 に 備 え て い る 、 請
求 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 食 物 を 収 容 し て い る ト レ イ を 上 記 選 択 保 存 温 度 以 上 の 温 度 で 各 区 画 内 に 配 置 す る 工 程 と
、
　 区 画 内 の 食 物 が 非 加 熱 保 存 時 間 期 間 の 間 に 冷 え る 間 、 区 画 内 の 熱 源 を 停 止 さ せ る 工 程 と
、
　 上 記 連 続 し た 負 荷 サ イ ク ル の 間 、 少 な く と も １ つ の 上 記 区 画 内 の 熱 源 を 作 動 さ せ た り 停
止 さ せ た り し て 、 上 記 加 熱 保 存 時 間 期 間 の 間 、 区 画 内 の 食 物 を 、 上 記 選 択 保 存 温 度 に 維 持
す る 工 程 と 、 を 備 え て い る 、 請 求 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 食 物 を 収 容 し て い る ト レ イ を 上 記 選 択 保 存 温 度 以 下 の 温 度 で 各 区 画 内 に 配 置 す る 工 程 と
、
　 区 画 内 の 熱 源 を 作 動 さ せ て 、 区 画 内 の 温 度 を 、 再 熱 化 保 存 時 間 期 間 の 間 、 上 記 選 択 保 存
温 度 ま で 上 昇 さ せ る 工 程 と 、
　 上 記 連 続 し た 負 荷 サ イ ク ル の 間 、 少 な く と も １ つ の 上 記 区 画 内 の 熱 源 を 作 動 さ せ た り 停
止 さ せ た り し て 、 上 記 加 熱 保 存 時 間 期 間 の 間 、 区 画 内 の 食 物 を 、 上 記 選 択 保 存 温 度 に 維 持
す る 工 程 と 、 を 備 え て い る 、 請 求 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 他 の 区 画 か ら 独 立 し て い る 各 区 画 に つ い て 保 存 時 間 期 間 を 設 定 す る 工 程 を 、 更 に 備 え て
お り 、
　 上 記 保 存 時 間 期 間 は 、 各 熱 源 が 作 動 し て い る 加 熱 保 存 時 間 期 間 を 少 な く と も 備 え て い る
、 請 求 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 上 記 保 存 時 間 期 間 が 、 上 記 加 熱 保 存 時 間 期 間 と 、 各 熱 源 が 作 動 し て い な い 非 加 熱 保 存 時
間 期 間 と 、 の 合 計 か ら な っ て い る 、 請 求 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
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　 上 記 制 御 機 構 が 、 熱 源 を 作 動 さ せ て 、 食 物 を 、 予 め プ ロ グ ラ ム さ れ た 選 択 保 存 温 度 で 予
め プ ロ グ ラ ム さ れ た 保 存 期 間 の 間 、 保 存 す る よ う 、 上 記 作 業 者 入 力 装 置 に 応 答 す る も の で
あ る 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の 装 置 。

食 物 保 存
た

調 理 機 器 で 既 に 調 理 さ れ て い る プ レ ク ッ ク

時 間 ベ ー ス の

熱 源 が 作 動 し て い る 所 定 の 、 、 熱 源 が 停 止 し
て い る 所 定 の 、

１ ６

１ ６ 又 は １ ７ に

１ ６

１ ６

１ ６

２ １

　 食 物 が 環 境 温 度 よ り 低 い 温 度 で 区 画 内 に 配 置 さ れ て お り 、 上 記 方 法 が 、 食 物 が 上 記 選 択
保 存 温 度 に 到 達 す る ま で 熱 源 を 作 動 さ せ て 食 物 に 熱 を 供 給 す る 工 程 と 、 食 物 に 供 給 さ れ た
熱 の 合 計 を 変 化 さ せ て 食 物 を 上 記 選 択 保 存 温 度 で 維 持 す る 工 程 と 、 を 更 に 備 え て い る 、 請



【 請 求 項 ２ ４ 】

【 請 求 項 ２ ５ 】
　 オ ー ブ ン の 作 動 を 制 御 す る 方 法 で あ っ て 、
　 上 記 オ ー ブ ン が 、 キ ャ ビ ネ ッ ト と 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 内 の 、 多 数 の 、 分 離 し 保 存 区 画 と 、

各 ト レ
イ の 上 方 の 熱 源 と 、 を 備 え て お り 、
　 各 保 存 区 画 は 、 ト レ イ を 取 り 外 し 可 能 に 受 け 入 れ る
お り 、
　 熱 源 は 、 食 物 を 加 温 す る た め に ト レ イ 内 の 食 物 に 対 し て 放 射 熱 を 放 射 す る よ う に な っ て
お り 、
　 上 記 方 法 が 、

　 各 区 画 に つ い て の 選 択 保 存 温 度 を 設 定 す る 工 程 と 、
　 各 区 画 に つ い て の 保 存 時 間 期 間 を 設 定 す る 工 程 と 、
　 各 加 熱 保 存 時 間 期 間 の 間 、 各 熱 源 を 作 動 さ せ て 、 各 区 画 内 の 食 物 を 、 上 記 選 択 保 存 温 度
に 維 持 す る 工 程 と 、 を 備 え て お り 、
　 上 記 保 存 時 間 期 間 が 、 加 熱 保 存 時 間 期 間 か ら な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 上 記 保 存 時 間 期 間 が 、 上 記 加 熱 保 存 時 間 期 間 と 、 各 熱 源 が 作 動 し て い な い 非 加 熱 保 存 時
間 期 間 と 、 の 合 計 か ら な っ て い る 、 請 求 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 食 物 を 収 容 し て い る ト レ イ を 上 記 選 択 保 存 温 度 以 上 の 温 度 で 各 区 画 内 に 配 置 す る 工 程 と
、
　 区 画 内 の が 非 加 熱 保 存 時 間 期 間 の 間 に 冷 え る 間 、 区 画 内 の 熱
源 を 停 止 さ せ る 工 程 と 、
　 連 続 し た 負 荷 サ イ ク ル の 間 、 少 な く と も １ つ の 上 記 区 画 内 の 熱 源 を 作 動 さ せ た り 停 止 さ
せ た り し て 、 上 記 加 熱 保 存 時 間 期 間 の 間 、 区 画 内 の 食 物 を 、 上 記 選 択 保 存 温 度 に 維 持 す る
工 程 と 、 を 備 え て い る 、 請 求 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】

【 請 求 項 ２ ９ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 各 ト レ イ ３ は 、 リ ム ４ ９ を 有 し て い る 。 リ ム ４ ９ は 、 外 側
（ 横 方 向 ） に 延 び た 上 部 部 分 ５ １ と 共 に 、 各 ヒ ー ト シ ン ク の フ ラ ン ジ ３ ５ に 摺 接 係 合 し て
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求 項 １ ６ 記 載 の 方 法 。

　 上 記 方 法 が 、 区 画 内 に 配 置 さ れ た 食 物 の タ イ プ に 応 じ て 変 化 す る 選 択 保 存 温 度 ま で 、 各
区 画 内 の 食 物 を 加 熱 す る よ う 、 上 記 オ ー ブ ン を プ ロ グ ラ ム す る 工 程 、 を 更 に 備 え て い る 、
請 求 項 ２ ３ 記 載 の 方 法 。

食 物 保 存
た

調 理 機 器 で 既 に 調 理 さ れ て い る プ レ ク ッ ク 食 物 を 収 容 す る た め の 多 数 の ト レ イ と 、

区 画 毎 に た だ １ つ の 大 き さ を 有 し て

　 た だ １ つ の ト レ イ が 各 区 画 内 に 受 け 入 れ ら れ る よ う に 、 上 記 多 数 の ト レ イ の 内 の 少 な く
と も １ つ の ト レ イ を オ ー ブ ン 内 に 配 置 す る 工 程 と 、

２ ５

温 度 上 記 選 択 保 存 温 度 ま で

２ ５

　 食 物 が 環 境 温 度 よ り 低 い 温 度 で 区 画 内 に 配 置 さ れ て お り 、 上 記 方 法 が 、 食 物 が 上 記 選 択
保 存 温 度 に 到 達 す る ま で 熱 源 を 作 動 さ せ て 食 物 に 熱 を 供 給 す る 工 程 と 、 食 物 に 供 給 さ れ た
熱 の 合 計 を 変 化 さ せ て 食 物 を 上 記 選 択 保 存 温 度 に 維 持 す る 工 程 と 、 を 更 に 備 え て い る 、 請
求 項 ２ ５ 記 載 の 方 法 。

　 上 記 方 法 が 、 区 画 内 に 配 置 さ れ た 食 物 の タ イ プ に 応 じ て 変 化 す る 選 択 保 存 温 度 ま で 、 各
区 画 内 の 食 物 を 加 熱 す る よ う 、 上 記 オ ー ブ ン を プ ロ グ ラ ム す る 工 程 、 を 更 に 備 え て い る 、
請 求 項 ２ ７ 又 は ２ ８ に 記 載 の 方 法 。



い る 下 向 き に 延 び た 傾 斜 リ ッ プ ５ ３ 、 を 有 し て い る 。 リ ム は 、 ト レ イ ３ の オ ー プ ン ト ッ プ
３ ２ を 構 成 し て い る 。 カ バ ー ５ ５ が 、 各 ト レ イ の オ ー プ ン ト ッ プ に 設 け ら れ て い る 。 各 カ
バ ー は 、 各 ト レ イ の ト ッ プ の 上 に 横 た わ っ て い る 金 属 部 分 ５ ７ を 有 し て い る 。 特 に 、 各 カ
バ ー の 金 属 部 分 ５ ７ は 、 水 平 ク ロ ス 壁 を 備 え て お り 、 該 ク ロ ス 壁 は 、 陽 極 酸 化 ア ル ミ シ ー
ト の 長 方 形 プ レ ー ト と 、 陽 極 酸 化 金 属 の ア ン グ ル ６ １ と 、 を 備 え て い る 。 上 記 プ レ ー ト は
、 例 え ば 、 そ の 各 々 の 側 に お い て 下 向 き の フ ラ ン ジ ５ ９ を 有 し て お り 、 ア ン グ ル ６ １ は 、
各 側 の 縁 に お い て そ の 長 手 に 延 び て い る 。 下 向 き フ ラ ン ジ ５ ９ の 下 部 エ ッ ジ は 、 ヒ ー ト シ
ン ク フ ラ ン ジ ３ ５ の ト ッ プ に 係 合 し て い る 。 １ つ 以 上 の カ バ ー ５ ５ が 、 各 ト レ イ ３ の リ ム
４ ９ の 上 方 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て お り 、 そ の 間 隔 は 、 以 下 、
よ り 好 ま し く は 以 下 、 更 に 好 ま し く は

以 下 で あ る 。 １ つ 以 上 の 開 口 ６ ３ が 、 そ の よ う な 開 口 を 有 す る 各
ト レ イ か ら 水 分 を 放 出 す る た め に 、 少 な く と も １ つ の カ バ ー ５ ５ に 設 け ら れ て い る 。 図 ４
は 、 図 の よ う な パ タ ー ン で 配 置 さ れ た １ ６ 個 の 開 口 ６ ３ を 有 す る カ バ ー を 示 し て い る 。 そ
の 数 と パ タ ー ン は 、 大 き く 変 更 す る こ と が で き 、 １ つ の 開 口 を 有 す る カ バ ー の １ つ の 開 口
の 面 積 及 び １ つ 以 上 の 開 口 を 有 す る カ バ ー の 全 開 口 の 面 積 は 、 カ バ ー で 覆 わ れ て い る ト レ
イ ３ の オ ー プ ン ト ッ プ の 面 積 の 約 ２ ５ ％ 以 下 が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は 約 ５ ％ 以 下 、 更
に 好 ま し く は １ ％ 以 下 で あ る 。 １ つ の カ バ ー に お け る 全 開 口 の 面 積 及 び 開 口 の 特 定 パ タ ー
ン は 、 カ バ ー で 覆 わ れ る ト レ イ 内 の 食 物 の タ イ プ 及 び 量 に 応 じ て 変 更 で き る 。 ど の よ う な
状 況 で も 、 開 口 の サ イ ズ 及 び パ タ ー ン は 、 ト レ イ か ら 放 出 さ れ る 水 分 量 を 正 確 に 制 御 す る
た め に 選 択 す る こ と が で き 、 し た が っ て 、 食 物 の 品 質 を 長 期 間 維 持 す る た め に 条 件 を 最 適
化 で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 加 熱 要 素 ６ ９ は 、 長 手 方 向 に 延 び た パ ン の 底 部 ７ ３ 上 に 、 位 置 し
て い る 。 パ ン の 底 部 か ら カ バ ー へ 熱 を 付 随 的 に 放 出 す る と 共 に パ ン ７ １ の 底 部 ７ ３ を 加 熱
す る こ と に よ っ て 、 各 カ バ ー ５ ５ を 加 熱 す る よ う に 、 加 熱 要 素 ６ ９ は 電 気 回 路 に 適 切 に 接
続 さ れ て い る 。 上 記 回 路 に 接 続 す る た め の 加 熱 要 素 の 端 子 ８ １ 、 ８ ３ が 設 け ら れ て い る 。
パ ン ７ １ は 、 各 パ ン ７ １ の 底 部 ７ ３ が 各 カ バ ー ５ ５ の 上 方 に 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ て い る
オ ー ブ ン 内 又 は キ ャ ビ ネ ッ ト 内 に 、 取 り 付 け ら れ て お り 、 そ の 間 隔 は 、

以 下 、 よ り 好 ま し く は 以 下 で あ る 。 一 実
施 形 態 に お い て 、 各 熱 源 ６ ７ に よ っ て 各 カ バ ー ５ ５ へ 供 給 さ れ る 電 力 は 、 例 え ば １ ０ ０ ～
５ ０ ０ ワ ッ ト の 範 囲 で あ り 、 各 熱 源 ６ ７ は 、 各 カ バ ー ５ ５ を 好 ま し く は 華 氏 ２ ０ ０ ～ ５ ０
０ 度 の 範 囲 の 温 度 ま で 加 熱 す る よ う 作 動 で き る 。 オ ー ブ ン １ 内 の カ バ ー ５ ５ を ロ ッ ク す る
た め の 回 転 ロ ッ ク ８ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 各 ト レ イ １ ０ ３ は 、 平 面 視 長 方 形 で あ り 、 底 部 １ ８ ０ と 、 対 向 す
る 側 壁 １ ８ ２ と 、 端 壁 １ ８ ４ と 、 オ ー プ ン ト ッ プ と 、 を 有 し て い る 。 図 に 示 さ れ る よ う に
、 各 ト レ イ １ ０ ３ は 、 リ ム １ ８ ６ を 有 し て い る 。 リ ム １ ８ ６ は 、 １ つ の 区 画 内 の 各 支 持 フ
ラ ン ジ １ ４ ４ に 摺 接 係 合 を す る よ う に な っ て い る 一 対 の 横 方 向 に 延 び た リ ッ プ １ ９ ０ を 、
備 え て い る 。 １ つ 以 上 の 開 口 １ ９ ４ が 、 底 部 １ ８ ０ 及 び ／ 又 は 側 壁 １ ８ ２ 及 び 端 壁 １ ８ ４
の 少 な く と も １ つ に 設 け ら れ て お り 、 ト レ イ １ ０ ３ を 通 し て 空 気 を 循 環 さ せ て 各 ト レ イ か
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２ ． ５ ｃ ｍ （ １ イ ン チ ）
約 １ ． ０ ２ ｃ ｍ （ 約 ０ ． ４ ０ イ ン チ ） 約 ０ ． ７ ６ ｃ

ｍ （ 約 ０ ． ３ ０ イ ン チ ）

５ ． ０ ８ ｃ ｍ （ ２
． ０ イ ン チ ） 約 ２ ． ５ ４ ｃ ｍ （ 約 １ ． ０ イ ン チ ）



ら 水 分 を 放 出 で き る よ う に な っ て い る 。 図 １ ０ は 、 底 部 １ ８ ０ 及 び 各 側 壁 １ ８ ２ に １ ６ 個
の 開 口 １ ９ ４ を 有 し 、 且 つ 、 各 端 壁 １ ８ ４ に 図 の よ う な パ タ ー ン で 配 置 さ れ た ８ 個 の 開 口
１ ９ ４ を 有 す る 、 ト レ イ を 示 し て い る 。 開 口 １ ９ ４ の 数 、 パ タ ー ン 、 及 び サ イ ズ は 、 大 き
く 変 更 で き る 。 例 え ば 、 ト レ イ １ ０ ３ の 開 口 １ ９ ４ は 、 円 形 、 楕 円 形 、 四 角 形 、 又 は そ の
他 の 形 状 で も よ い 。 ま た 、 各 開 口 は 、

の 間 の 面 積 を 有 し て も よ い 。 ト レ イ の 開 口 １ ９ ４ の 全 面 積 は 、 ト レ イ １ ０ ３ の
オ ー プ ン ト ッ プ の 面 積 の 約 ５ ０ ％ 以 下 、 好 ま し く は 約 ２ ５ ％ 以 下 、 よ り 好 ま し く は 約 １ ０
％ 以 下 、 で あ る の が 望 ま し い 。 ま た 、 オ ー ブ ン １ ０ １ 内 の 異 な る ト レ イ １ ０ ３ は 、 異 な る
パ タ ー ン の 開 口 １ ９ ４ を 有 し て も よ い 。 開 口 １ ９ ４ の 全 面 積 及 び ／ 又 は ト レ イ １ ０ ３ の 特
定 パ タ ー ン の 開 口 は 、 ト レ イ １ ０ ３ 内 の 食 物 の タ イ プ 及 び 量 に 依 存 し て 変 更 す る 。 ど の よ
う な 状 況 で も 、 開 口 １ ９ ４ の サ イ ズ 及 び パ タ ー ン は 、 ト レ イ １ ０ ３ か ら 蒸 発 す る 水 分 量 を
正 確 に 制 御 す る た め に 選 択 で き 、 し た が っ て 、 食 物 の 品 質 を 長 期 間 維 持 す る た め の 条 件 を
最 適 化 で き る 。
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約 ０ ． ６ ～ 約 ６ ． ５ ｃ ｍ ２ （ 約 ０ ． １ ～ 約 １ ． ０ 平
方 イ ン チ ）
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